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株価の番人FRBは株か下がっても利上げするのか！？
バンク・オブ・アメリカ（ＢｏｆＡ）：
•今年は0.25ポイントの利上げを７回実施し、フェデラルファンド（ＦＦ）金利の誘導目標が年末には1.75－２％になると予想
•23年には四半期ごとに１回の利上げを実施し、同2.75－３％でピークに達すると予想
野村ホールディングス：
•今年３月に0.5ポイントの利上げ実施後、５月と６月、７月、12月にそれぞれ0.25ポイントの利上げを行うと予想。年末時点のＦＦ金利は1.5－
1.75％へ
•23年は６月と12月に0.25ポイントの利上げ実施を見込む
ＢＮＰパリバ：
•今年は計６回、11月以外の連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）全会合で0.25ポイントの利上げを実施し、ＦＦ金利1.5－1.75％で年末を迎えると
予想
•23年に追加利上げを実施、同年末のＦＦ金利は2.25－2.5％となる見通し
ゴールドマン・サックス・グループ：
•今年は計５回（３月、５月、７月、９月、12月）に0.25ポイントの利上げを行う
•23年は0.25ポイントの利上げを３回実施と予想。24年の追加利上げを経て、ＦＦ金利が2.5－2.75％となる見通し
シティグループ：
•今年は計５回の利上げを実施（３月、５月、６月の３回と、年後半は四半期に１回ずつ）。年末時点のＦＦ金利は1.25－1.5％と予想
•23年は四半期に１回利上げ－年末のＦＦ金利は2.25－2.5％
モルガン・スタンレー：
•今年は３月、６月、９月、12月の利上げを予想－ただ「利上げの一部が２会合連続で行われる高いリスクがある」
•23年は２回利上げ－ＦＦ金利は1.5－1.75％に
バークレイズ：
•今年３月、６月、９月の利上げ実施を引き続き予想。年末ＦＦ金利水準は0.75－１％
•23年は３回の追加利上げがあり、1.5－1.75％に達する見通し
ＪＰモルガン・チェース：
•今年は0.25ポイントの利上げを５回（３月、５月、７月、11月、12月）実施と予想。年末時点のＦＦ金利は1.25－1.5％へ

出所：「３回から７回まで、ウォール街の22年米利上げ予想に大きな開き」 2月1日 （ブルームバーグ）



テーパリングと利上げ予想（ゴールドマンサックス）

2出所：ゼロヘッジ 出所：https://www.federalreserve.gov/monetarypolicy/fomccalendars.htm

https://www.federalreserve.gov/monetarypolicy/fomccalendars.htm


3出所：Twitter



4
出所：Twitter



実質フェデラル・ファンド金利（1971～2021年）
FRBはタカ派どころか、相当緩い！

5

私たちは米国の消費者物価
インフレ率を知っている。現
在は年５～８％の間だろう。

また、FRBが設定している金
利も知っている。

したがって「実質金利」を計
算できる。現在は約マイナス
６％ぐらいだろう。

（マーク・ファーバー）

出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）



ドル/円（日足）

6出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ユーロ/ドル（日足）

7出所：楽天MT4・石原順インディケーター



豪ドル/ドル（日足）

8出所：楽天MT4・石原順インディケーター



豪ドル/円（日足）

9出所：楽天MT4・石原順インディケーター



豪ドル/NZドル（週足）

10出所：楽天MT4・石原順インディケーター



DDTG（デイビー・デイトレーダー・グローバル）
のポート・ノイによる成功を呼ぶ4つの教義

11出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）



12
出所：Twitter

出所：CNNマネー



13
出所：Twitter 出所：CNNマネー



キャシー・ウッドがロビンフッドをナンピン買い

14出所：Twitter 出所：GOOGLEファイナンス



チャーリー・マンガーの警鐘

「少なくとも今のところ、ミレニアル世代は株式市場の勝者に見えるが、
すべて涙で終わると確信している」とチャーリー・マンガーは述べ、市場
の楽観に警鐘を鳴らした。

さらに、マンガーは「バーニー・サンダースは勝った」と述べ、ここからの
米国の社会主義化と、「行けるところまで行く」という国家管理バブル
（中央計画経済）になっていることを暗に指摘したのである。
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バークシャーの傘下にある住宅建設会社の話を例にとり、「かなりのインフレの兆候が見られる。とても興味深
いが、われわれは価格を上げているし、人々もわれわれに対して価格を上げている。そして、それは受け入れら
れている。コストは上がる一方だ。鉄鋼のコストも毎日のように上がっている」と述べた。そして「それは止まらな
い」と付け加えた。なぜなら、「人々はポケットにお金を持っていて、彼らはより高い価格を支払うだろう。6ヶ月
前かそこらに予想したより多くのインフレが起こっている」と・・。
まあ、ここまでは普通の話だ。



NYダウCFD（日足）

16出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ナスダック100CFD（日足）

17出所：楽天MT4・石原順インディケーター



世界の企業の収益率
（青：ハイテクを除く世界、水色：世界のハイテク、グレー：世界）
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高い利益成長の続くハイテク株は、世
界的に金利が低下する局面で買われて
きた。

将来の利益を現在価値に割り戻す際の
割引率（金利）が下がると、高いバ
リュエーション（株価指標）が容認さ
れる。

また、世界金融危機以降、長期的な経済成
長への期待の低下を背景に、世界のGDP成
長率は低下しており、企業の収益成長率も
鈍化している。経済成長が鈍化する中、利
益成長を達成できると考えられる企業は、
より価値があると見なされる成長の希少性
からハイテク企業にとっての好環境がもた
らされていた。

出所：ゼロヘッジ



FRBは何年も前からインフレについて嘘をついていた！？

19

例えば、1980年代に
FRBがCPIインフレ率
の測定に使用していた
加重方法を現在も使
用していたとしたら、米
国のCPIインフレ率は
報道されている６％で
はなく、15％に近い値
になっていただろう。

出所：ShadowStats



FF金利の推移（1955年～2022年）

20出所：セントルイス地区連銀



なぜ、世界的に物価が上昇しているのか！？
グリーンフレーションという自業自得のインフレ

中銀による資金量の増加、
政府介入の増加（これが
供給網の問題や様々な行
き詰まりの一因となって
いる）、ESG（環境・社
会・企業統治）の狂気、
人々が働かないようにす
るための給付金の支給、
その結果としての労働力
の不足、巨額の財政赤字、
貿易の禁止などだ。

21出所：ヴィジュアルキャピタリスト



スタグフレーションは歴史的にオイルショックとともに起きてきた

22
出所：ゼロヘッジ



NY原油CFD（日足）

23出所：楽天MT4・石原順インディケーター



24
出所：GOOGLEファイナンス出所：ゼロヘッジ



景気の循環と株式市場の循環（リーマンショックの前後の動き）

25出所：GOOGLEファイナンス
出所：ゼロヘッジ
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